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山菜講座。ランチでは地元の女
性たちが腕をふるった多種類の
山菜料理がテーブルに並ぶ。
山菜講座。集落を歩けばワラビやウドがたくさん手に入る。
山菜講座。採ってきた山菜の処理の仕方などを教わる。
田んぼから学ぶ講座の一コマ。多国籍、多年齢での田植えとなった。
雪国の暮らしから学ぶ講座で、高齢者世帯の雪掘りをする参
加者。
